
①令和５年５月７日（新型コロナウイルス感染症の罹患最終日）

②令和５年５月８日（新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置付けられた日）

③令和５年５月１０日（療養のために就労できなくなった日から起算して３日を経過した日）

④令和６年１１月９日（請求期限の終日（期間は最長１年６月））

⑤令和６年１１月１０日（起算日）

⑥令和８年１１月９日（起算日から２年で時効）

⑦令和８年１１月１０日（条例一部改正の施行日）

寒川町国民健康保険条例へ第８条の２（新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に
係る傷病手当金）及び第８条の３（新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係
る傷病手当金と給与等の調整）を定めていましたが、申請期間が時効を迎えることから条
文を削るものです。

２．改正の内容

資料３

寒川町国民健康保険条例の一部改正について
（新型コロナウイルス感染症による傷病手当金の申請期間が時効を迎えることに伴う改正）

１．改正の概要

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、被保険者が療養のために労務に服することがで
きない場合、その労務に服することができなくなった日から起算して３日を経過した日か
ら傷病手当金を支給することとなっていたが、国が新型コロナウイルス感染症について、
令和５年５月８日から５類感染症に位置づける方針を示したことで傷病手当金の対象は、
令和５年５月７日以前に感染した場合と定まり、申請期間が時効を迎えるため。


